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本号は、長峯純一先生の御還暦を記念して、特
別号として刊行させていただきました。刊行の機会
を頂戴したことに恐縮するとともに心より感謝を申
し上げます。本号は、長峯先生から薫陶を受けた
総合政策学部、総合政策研究科の卒業生5名だけで
なく、長峯先生と学問上のつながりの深い、追手
門学院大学奥井克美先生、新潟大学鷲見英司先生、
そして総合政策学部からも古川靖洋先生からのご
寄稿をいただき、計8編の論文で構成されています。
長峯純一先生は、1958年3月に長野県松本市でお
生まれになり、幼少時代から高校卒業までを宮城
県気仙沼市でお過ごしになられました。茨城大学
を卒業後、横浜国立大学大学院、慶應義塾大学大
学院で学ばれ、『公共選択と地方分権』（勁草書房）
で関西学院大学から博士号を取得されました。大
学院修了後、追手門学院大学講師、助教授を経て、
1995年に新設された関西学院大学総合政策学部に
助教授として御着任され、その後、教授に昇任さ
れ、後進への指導に尽力をされてこられました。
最近では、関西学院大学副学長として全学の運営
にも関わられておられます。
研究面では、財政学、公共選択論を基礎としな
がら、環境政策やまちづくり、そして東日本大震災
以降は震災復興という応用分野で、学術面のみな
らず、実務面においても数多くの貢献をされてこら
れました。財政学の分野では、地方交付税の算定
構造の分析、社会資本投資に関する分析、公共選
択論では、フライペーパー効果の測定、「長峯三部
作」と呼ばれる公共選択分野のサーベイが長峯先生
のご業績として広く知られています。なかでも地方
交付税の算定構造およびフライペーパー効果の測
定については、わが国最初の先駆的分析として高
い評価を受けています。環境政策やまちづくりにお
いては、河川整備と住民参加のあり方について森
林保護と河川整備と水産資源の保護との関連にも
言及されるだけでなく、武庫川流域委員会などで
行政に関わり政策提言もされておられます。また、
震災復興においては、被災者支援や防潮堤整備に
関わる政策提言に加え、震災直後からボランティア
活動やワークショップを通じて住民に寄り添った復
興支援を継続して行っておられます。
また、公共選択学会や日本NPO学会の設立発起
人に名を連ねられ、公共選択論やNPO研究の基礎
を築かれました。さらに近年では、日本公共政策学
会副会長、公共選択学会専務理事などを歴任され、
各学会の屋台骨を支える重責を担われ、一人の研
究者とは思えないくらいの活躍をされておられます。
このように長峯先生の切り開かれた学術上、実
務上のフロンティアを改めて振り返ってみますと、
我々教え子の研究分野は長峯先生のそれを超える
ことができていないことに気付かされました。ぐい
ぐいと前進され、背中で語られることが多い長峯
先生について行くことが精一杯の我々ではあります
が、長峯先生に及ばないまでも自分たちの専門分
野で一つでも多くの成果をあげていかねばならない
と決意を新たにいたしました。
卒業生であるとはいえ、還暦記念号の刊行とい
う勝手な持ち込み企画に対し、ご理解を示し、広
いお心であたたかく受け入れてくださいました細見
和志総合政策学部研究会長、高畑由起夫総合政策
学部研究会委員長をはじめとする会員の先生方に
深く感謝申し上げます。また末筆ながら編集実務を
担当頂きました大森総合政策学部課長、脇田総合
政策学部教務補佐をはじめとする職員の皆様と神
戸協同グラフィックセンター編集担当の岩崎様にも
厚く御礼申し上げます。
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